












コメント

　2021年度マクロ本試の配点は以下のとおりです。再試も同様だったものと思われます。
　●千田先生と小川先生ぶん　合計 75点

【1】①～⑦【2】①～⑧【3】①～⑩　　それぞれ 1点ずつ。合計 25点
【4】①②③【5】①②③【6】①②③④　それぞれ 3点ずつ(色塗りは 1カ所 1点)。

　合計 30点
【7】【8】【9】【10】【11】　　　　　それぞれ 4点ずつ。合計 20点

　●松田先生ぶん　合計 25点
　「授業時間数と比例させて出題する」とおっしゃっていたはずですが・・・？？？授業
時間数は千田先生小川先生：松田先生=2:1のはずなのですが・・・？？？

　マクロは問題の持ち帰りが可能であるぶん(つまり、過去問が入手しやすいぶん)、対策
もしやすいかと思われます。過去問や千田先生と小川先生の授業の最後に提示される『課
題』、解剖実習の際のレポートなどを中心に頑張ってください。
　カラーリングブックは非常によかったと思います。マクロを苦戦しながらも最終的に
通った方々にインタビューしたところ、カラーリングブックをやったら合格したという声
を多数いただきました。覚えるきっかけになるので、ぜひおすすめしたいと思います。
　なお、松田先生は再試の問題の難易度を本試よりも上げてくるので、マクロは本試で
通ったほうが無難です(今年は例外だったものと思われます)。

　マクロ本試は点数開示があります。
　千田先生は 60点でバシッと切ります。しかし、採点した結果 59点だった人については、
再度答案をチェックし何とか 1点上げることができないか見直してくれているみたいです。
そういうときに答案に何も書いていないと、点数をあげようがないと言われた人がおりま
した。ということで、関連することはなるべく書いておいたほうが無難でしょう。
　なお、点数開示の際に千田先生から「本試でこんな点数しか取れなくて再試に合格した
やつは未だかつていない！」と言われながらも再試に無事に通った人がいます。最後まで
絶対に諦めないことが重要です。

　ところで、今回出題された問題についてですが、下垂体前葉を内胚葉由来のつもりで千
田先生は出題されております。しかし、外胚葉と書いてある本もあります(『カラー図解
人体発生学講義ノート』第 2版　塩田浩平　金芳堂　P199参照)。千田先生に抗議に行く
と修正してもらえます。ただし、ボツ問とするわけではないので、要注意です。
　余談ですが、マクロは 10週間と期間が長いうえ、解剖実習などでも先生方とお話しす
る機会が多いです。先生と仲よくなると、いろいろ教えてもらえます。

　2021年のマクロ再試対象者は 34名、マクロ再試不合格者は 7名です。そのほかに再試
資格喪失者が数名いる模様です。
　なお、2020年度にマクロを落とした人は 6名です。


